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平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
一
日
、

後
援
会
総
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ

会
長
に
就
任
し
ま
し
た
池
田
典
子

で
す
。

　

後
援
会
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、日
頃
か
ら
ご
理
解
ご

協
力
を
頂
き
ま
し
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
年
四
月
に
前
橋
工
科
大
学
は

公
立
大
学
法
人
と
な
り
、新
た
な
歴

史
を
刻
み
始
め
ま
し
た
。後
援
会
は

大
学
の
研
究
の
発
展
を
支
え
、こ
れ

を
機
に
さ
ら
に
充
実
し
た
学
生
生

活
へ
の
援
助
を
強
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
九
月

二
十
九
日
に
は
進
路
相
談
を
含
め

た
保
護
者
会
を
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

在
学
中
の
学
生
さ
ん
へ

　

「
知
・
好
・
楽
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
が
御
存
じ
で
す
か
。「
た
だ

知
っ
て
い
る
。
た
だ
や
っ
て
い
る
。

た
だ
属
し
て
い
る
。」の
で
は
無
く
、

「
そ
れ
を
好
き
に
な
り
、
心
か
ら
楽

し
ん
で
行
え
る
境
地
に
近
づ
く
こ

と
で
本
質
が
見
え
て
く
る
」と
言
う

意
味
で
す
。

　

大
学
生
活
で
は
た
く
さ
ん
の
出

会
い
が
あ
り
ま
す
。人
間
関
係
に
限

ら
ず
、新
し
い
考
え
方
や
知
識
を
学

び
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
、
自
分

の
可
能
性
を
試
す
機
会
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。た
だ
与
え
ら
れ
た
も

の
を
や
る
の
で
は
無
く
、自
分
な
り

に
想
像
し
、今
の
社
会
に
夢
を
描
き

心
か
ら
楽
し
む
と
い
う
意
識
を
持

つ
事
が
大
切
で
す
。何
事
も
う
ま
く

進
ま
な
い
時
は
、停
滞
し
て
い
る
時

期
で
は
な
く
、
変
化
の
時
期
で
す
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
識
を
持
ち
続
け

る
事
で
驚
く
ほ
ど
道
が
開
け
ま
す
。

多
く
の
情
報
や
時
代
の
早
さ
に
流

さ
れ
ず
、自
分
の
速
度
で
今
を
心
か

ら
楽
し
む
人
に
な
っ
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、今
後
も

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力

を
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

後援会 会長
池田 典子

『
知
・
好
・
楽
』

〜
後
援
会
会
長
あ
い
さ
つ
〜

法人化後初めての入学式挙行
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平
成
二
十
五
年
四
月
五
日
、
前
橋
市
民
文
化
会
館
に
お
い

て
、入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。自
律
性
と
自
主
性
を
高
め

た「
公
立
大
学
法
人 

前
橋
工
科
大
学
」の
最
初
の
新
入
生
三
百

四
十
一
名
が
集
い
、
北
爪
大
樹
君
が
代
表
し
て
入
学
生
宣
誓

を
行
い
ま
し
た
。



　
こ
の
四
月
に
理
事
長
に
着
任
し
て
う
れ

し
い
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
学

生
諸
君
の
姿
で
す
。ま
ぶ
し
い
。ほ
ん
と
、

若
さ
っ
て
こ
ん
な
に
魅
力
的
だ
っ
て
こ
と

を
、し
ば
ら
く
忘
れ
て
い
ま
し
た
。五
十
年

前
、私
も
彼
ら
の
よ
う
に
輝
い
て
い
た
の
か

な
と
、不
安
な
記
憶
が
よ
ぎ
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
熊
井
淳
一
さ
ん
の
彫
刻

『
L
A 

P
O
E
S
I
E
』に
出
会
っ
た

こ
と
で
す
。「
前
橋
工
業
短
期
大
学
の

足
跡
を
印
す
」と
銘
記
さ
れ
、
平
成
十

一
年
四
月
に
後
援
会
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
作
品
で
す
。工
業
短
大
か
ら
工
科
大

学
に
な
っ
た
の
が
平
成
九
年
、そ
の
二
年

後
、
短
大
の
学
生
の
巣
立
ち
を
見
送
る

と
、こ
の
モ
ニュ
メ
ン
ト
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

作
者
の
熊
井
淳
一
さ
ん
は
、
三
十
年

ほ
ど
前
か
ら
旧
富
士
見
村
の
赤
城
山

麓
の
林
の
中
に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
て
い
る

彫
刻
家
、
ブ
ロ
ン
ズ
彫
刻
の
鋳
造
ま
で

自
分
で
こ
な
す
い
ま
ど
き
珍
し
い
作
家
だ

そ
う
で
す
。そ
れ
と
、
熊
井
さ
ん
は
、ア
ト

リ
エ
で
ヤ
ギ
や
鳥
、ミ
ツ
バ
チ
な
ど
と
一
緒

に
暮
ら
し
、ヤ
ギ
の
乳
か
ら
つ
く
る
チ
ー
ズ

で
も
名
高
い
不
思
議
な
人
だ
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　

節
目
の
と
き
に
、
後
援
会
の
皆
さ
ん

は
、
開
い
た
本
に
目
を
落
と
し
て
た
た
ず

む
静
か
な
女
性
像
に
、
前
橋
工
科
大

学
の
歴
史
を
印
し
、
未
来
を
託
し
て
く

れ
ま
し
た
。
素
敵
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
す
。

も
っ
と
多
く
の
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

若
さ
を
大
事
に
し
た
い
、
歴
史
も
大
事

に
し
た
い
、
未
来
は
も
っ
と
大
事
に
し
た

い
。
教
員
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、

学
生
諸
君
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
知
と
技

の
ゆ
り
か
ご
で
あ
り
続
け
ま
す
。
皆
さ
ま

の
、
一
層
の
ご
教
示
と
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

理
事
長

佐
藤 

恭
一

　

後
援
会
の
皆
様
、
本
年
は
景
気
に
も

少
し
明
る
さ
が
見
え
、良
い
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
確
信
さ
れ
て
過
ご
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
、お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

後
援
会
の
皆
様
に
は
ま
た
、在
学
生
の

生
活
・
学
園
環
境
の
向
上
の
た
め
に
毎

年
、
学
園
祭
や
ク
ラ
ブ
活
動
、
就
職
活

動
等
の
本
学
の
各
種
事
業
、各
学
科
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
大
学
生
協
の
整

備
等
に
対
し
て
助
成
を
し
て
頂
い
て
お

り
、重
ね
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。本

年
度
は
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し

て
、就
職
だ
け
で
な
く
、在
学
生
の
一
年

次
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
、
支
援
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

本
学
は
、
教
育
と
研
究
の
質
を
向
上

さ
せ
、
地
域
の
人
々
や
産
業
界
、そ
し
て

前
橋
市
や
群
馬
県
な
ど
の
発
展
に
寄

与
す
べ
く
、
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
本

年
度
か
ら
は
、
公
立
大
学
法
人
と
な
り

ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
学
長
、
評
議
会
と

教
授
会
の
組
織
で
は
な
く
、
理
事
長
と

学
長
（
副
理
事
長
）の
い
わ
ゆ
る
分
離

型
で
、
理
事
会
、
経
営
審
議
会
、
教
育

研
究
審
議
会
、
教
授
会
の
運
営
体
制

に
よ
り
、
大
学
の
自
律
性
と
自
主
性
を

高
め
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
は
、
群
馬
県
内
公
立
四

大
学
間
で
の「
単
位
互
換
協
定
」を
積

極
的
に
実
施
し
、
各
大
学
が
用
意
し
て

い
る
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
講
義
科
目
等

を
自
由
に
選
択
し
て
単
位
を
取
得
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、「
四

大
学
合
同
の
大
学
説
明
会
」を
本
年

か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
昨
年

度
締
結
し
た「
昌
賢
学
園
群
馬
医
療

福
祉
大
学
」と「
共
愛
学
園
前
橋
国

際
大
学
」と
の
交
流
協
定
に
基
づ
き
、

県
内
私
立
大
学
の
学
生
と
教
員
と
の

相
互
交
流
に
つ
い
て
も
活
発
に
進
め
て

参
り
ま
す
。

　

ま
た
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
一
層
図

る
た
め
に
、「
北
京
工
業
大
学
と
の
協

定
更
新
」に
引
き
続
き
、
昨
年
度
に
締

結
し
た
中
国
の「
吉
林
建
築
大
学
城

建
学
院
」と
タ
イ
の「
カ
セ
サ
ー
ト
大
学

工
学
部
」の
交
流
協
定
に
基
づ
き
、
学

生
と
教
員
が
相
互
に
交
流
を
活
発
に

し
て
い
く
こ
と
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

後
援
会
の
皆
様
方
の
ご
支
援
を
、よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、今
年
の
皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

学
長
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熊
井
淳
一
さ
ん
の

　

『
L
A 
P
O
E
S
I
E
』

公
立
大
学
法
人
元
年

大学組織図
理事長

運営会議

教授会事務局 附属機関

人事委員会

広報委員会

情報セキュリティ委員会

学長（副理事長）

部局長会議

学長選考会議

教育研究審議会
（20人以内）

理事会 監事

評価・改善委員会

教務委員会

学生委員会

入試委員会

研究委員会

遺伝子組換え実験
安全委員会

毒劇物管理委員会

動物実験委員会

人間機能実験倫理審査
委員会

建
設
工
学
専
攻

建
築
学
専
攻

生
命
情
報
学
専
攻

シ
ス
テ
ム
生
体
工
学
専
攻

生
物
工
学
専
攻

環
境・生
命
工
学
専
攻

　
　
　
　
　

  

（
後
期
）

3人

3人

FD委員会
総務委員会

法
人
組
織

大
学
組
織

大学院工学
研究科会議

基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー

教
職
セ
ン
タ
ー

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

常
置
委
員
会

社
会
環
境
工
学
科

建
築
学
科

生
命
情
報
学
科

シ
ス
テ
ム
生
体
工
学
科

生
物
工
学
科

総
合
デ
ザ
イ
ン
工
学
科

地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー

図
書・情
報
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

附
属
図
書
館

総
務
課

学
務
課

総
務
企
画
係

財
務
係

教
務
係

学
生
係

地
域
連
携
推
進

セ
ン
タ
ー
事
務
室

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
室

附
属
図
書
館
事
務
室

工学部 大学院

理事
（外部1人以上）

独立行政法人評価委員会
（設置団体＝前橋市）

経営審議会
（10人以内：外部2人以上）

※前橋工科大学の法人組織を表したものです。法人化しても後援会は今まで通り変更はございません。
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CAMPUS LIFE ＊キャンパス・ライフ＊

■ CAMPUS SCHEDULE 平成25年度 年間スケジュール

■ 平成25年度 都道府県別在学生数（学部生のみ）

五
月
九
・
十
日
、
東
京

都
内
の
建
築
物
を
、
七

班
に
分
か
れ
て
見
学
し
ま

し
た
。
引
率
者
に
即
質

問
す
る
な
ど
、
建
築
に
対

す
る
興
味
が
強
く
な
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

建築学科
五
月
二
十
五
・
二
十
六

日
、
埼
玉
県
に
お
い
て
、

利
根
大
堰
を
見
学
し
ま

し
た
。
ま
た
、
単
位
の
仕

組
み
な
ど
、大
学
生
活
の

過
ご
し
方
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

社会環境工学科

七
月
十
日
に
、
学
内
で

交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

他
学
年
、
教
職
員
と
対

話
し
、
互
い
を
知
る
一
助

に
な
り
ま
し
た
。
九
月
下

旬
に
は
、
見
学
会
を
行

う
予
定
で
す
。

システム生体工学科
五
月
十
八
・
十
九
日
、埼

玉
県
国
立
女
性
教
育
会

館
に
お
い
て
、
交
流
会
や

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
大

学
生
活
を
送
る
上
で
重

要
な
仲
間
と
の
交
流
が

深
め
ら
れ
ま
し
た
。

生命情報学科

六
月
八
・
九
日
、
東
京

都
内
に
お
い
て
、
設
計
関

係
者
の
話
を
聞
き
な
が

ら
見
学
す
る
こ
と
で
、
建

築
に
対
す
る
多
角
的
な

視
点
を
経
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

総合デザイン工学科
五
月
十
一
日
、
群
馬
県

内
に
お
い
て
、
食
品
製
造

体
験
や
自
然
散
策
を

し
、食
品
や
環
境
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。学
生
や
教

職
員
間
の
親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

生物工学科
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5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

5 入学式／8 前期授業開始
11・12・15 定期健康診断

24 後援会  役員会
31後援会  総会

1・2 球技大会
16 公立４大学合同説明会

23～8/5 前期期末試験及び補講期間
28 オープンキャンパス

中旬 前期成績表（保護者宛発送）
21 後期授業開始／29 保護者会※

6～9/20 夏季休業／10・11こども科学実験教室

26・27 学園祭（あすなろ祭）※
27 オープンキャンパス

22～1/9 冬季休業

21～2/3 後期期末試験及び補講期間

24 学位記授与式／24～4/4 春季休業
下旬 後期成績表（保護者宛発送）

4～3/23 学年末臨時休業

北海道

青 森

岩 手

宮 城

秋 田

山 形

福 島

茨 城

栃 木

群 馬

埼 玉

千 葉

東 京

神奈川

新 潟

富 山

石 川

福 井

山 梨

長 野

岐 阜

静 岡

愛 知

三 重

滋 賀

京 都

大 阪

兵 庫

奈 良

和歌山

鳥 取

島 根

岡 山

広 島

山 口

徳 島

香 川

愛 媛

高 知

福 岡

佐 賀

長 崎

熊 本

大 分

宮 崎

鹿児島

沖 縄

海 外

 計

19

35

82

16

9

10

30

54

62

290

67

14

19

7

34

19

7

4

23

69

22

94

42

8

6

3

3

14

2

1

2

1

4

9

1

1

3

8

1

2

8

2

4

2

2

12

6

23

1,156

（5月1日現在）

※保護者会、学園祭は学生生活を知る良い機会です。皆様、ご来場下さい。



前橋工科大学後援会事務局
（前橋工科大学学務課学生係内）
〒371－0816　前橋市上佐鳥町460－1
 TEL：027－265－0111
 FAX：027－265－3837
 E－mail：kouenkai@maebashi－it.ac.jp

項 目
区　分 金　額

説　　明本年度
予算額

1 会 議 費

2 総 務 費

7 予 備 費
6 積 立 金
5 厚生保健費
4 就職関係費

3 事 業 費

200,000

4,450,000

1 会 議 費 200,000
1 賃　　金 1,950,000

350,0002 共 済 費

300,0003 旅　　費
200,000

総会、役員会、研修会等
書記賃金、通勤手当
書記社会保険、厚生年金、雇用保険、
介護保険料、健康診断料

入学式・卒業式生花等
消耗品費（コピー用紙等） 150,000
食料費 50,000
印刷製本費 200,000
修繕費 50,000
通信費、振込手数料等

会報、卒業記念品
学園祭助成 1,000,000

部活動・スポーツ助成 2,500,000

オープンキャンパス 385,000

福利厚生助成金 700,000
教育支援助成 2,300,000

セミナーハウス利用負担金
履歴書作成、企業情報資料購入等
医薬品購入等

生協助成金 3,000,000

書記労務管理業務委託
ベンチ他

学科助成（ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ） 2,200,000

保護者会 300,000

就職・進路相談会交通費等
4 交 際 費

450,000

700,000
100,000
400,000
700,000

500,000
1,500,000
100,000

0
1,000,000

20,835,000

1,500,000
100,000

0
1,000,000

5 需 用 費

6 役 務 費
7 委 託 料
8 備品購入費
1 事 業 費

2 助 成 費 12,385,00013,585,000

3 負 担 金

1 保 健 費
1 積 立 金
1 予 備 費

1 就職活動費

支 出 合 計

〔支出〕

平成25年度予算
（単位：円）〔収入〕

項

1 会　　費 15,770,000

2 繰 越 金
3 雑　　入

5,063,237
1,763

@50,000×293名、@40,000×2名、
@30,000×16名、@20,000×28名

前年度繰越金
コピー機利用料等

収 入 合 計

説　　明本年度予算額

20,835,000

平成25年度役員
役 職 名
会 　 長

副 会 長

理 　 事

監 　 事

　氏　　名　
池 田 　 典 子
神 澤 　 秀 明
髙 橋 　 規 子
中 澤 　 睦 巳
志 塚 　 　 孝
清 水 　 秀 次
有 坂 　 治 美
飯 島 　 修 一
松 本 　 寿 雄
小 渕 加 子 夫
原 田 富 美 子
本 多 　 　 了
浅 川 　 智 弘
手 島 　 克 之
清 水 　 己 良
町 田 　 幸 子
阿 光 　 　 薫
志 村 賀 津 雄
横 堀 　 里 美
岡 田 恵 美 子
須 田 裕 紀 子
右 井 　 義 人
安 藤 　 浩 之
小 河 原 孝 代
小山田美奈子
金 古 　 善 子
石 黒 　 　 学
金 井 　 秀 人

学　　科
システム生体工学科
建築学科
社会環境工学科
建築学専攻
生命情報学専攻
総合デザイン工学科
生物工学科
生物工学科
建築学科
生命情報学科
システム生体工学科
総合デザイン工学
社会環境工学科
生命情報学科
総合デザイン工学科
建築学科
生命情報学科
システム生体工学科
生物工学科
総合デザイン工学科
社会環境工学科
建築学科
生命情報学科
システム生体工学科
生物工学科
総合デザイン工学科
社会環境工学科
生物工学科
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四
月
に「
就
職
相
談
室
」が「
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
」に
改
組
さ
れ
、就
職
セ

ミ
ナ
ー
や
企
業
説
明
会
の
開
催
、常
駐

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
個
別
相

談
や
面
接
指
導
な
ど
の
就
職
支
援
、学

生
の
生
涯
を
見
据
え
た
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
を
行
い
ま
す
。後
援
会
で
は
、

こ
れ
ら
に
対
し
て
書
籍
購
入
等
様
々

な
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
設
立阿部コーディネーターと面談中

平成25年3月卒業者　進路状況
工 学 部
学 科 名

社会環境工学科

建 築 学 科

生命情報学科

システム生体工学科

生物工学科

総合デザイン工学科

合 計

48

50

49

37

45

28

257

43

38

42

21

31

23

198

43

38

38

20

30

23

192

100.0%

100.0%

90.5%

95.2%

96.8%

100.0%

97.0%

5

10

4

14

9

1

43

5

10

4

14

9

1

43

0

2

3

2

5

4

16

卒業者数 就 職
希望者数

就 職
内定者数

就 職
内 定 率

大 学 院
進学希望

大 学 院
進学者数

そ の 他

平成25年3月大学院修了者　進路状況
工学研究科
専 攻 名

建設工学専攻

建築学専攻

ｼｽﾃﾑ情報工学専攻

生命情報学専攻

システム生体工学専攻

生物工学専攻

環境・情報工学専攻

合 計

6

13

1

5

11

3

0

39

5

11

0

4

8

2

0

30

5

8

0

3

8

2

0

26

100.0%

72.7%

0.0%

75.0%

100.0%

100.0%

0.0%

86.7%

0

2

0

0

2

0

0

4

0

2

0

0

2

0

0

4

1

3

1

2

1

1

0

9

修了者数 就 職
希望者数

就 職
内定者数

就 職
内 定 率

後期課程
進学希望

後期課程
進学者数

そ の 他

卒　業　後　の　進　路

後
援
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
意
見
・
情
報
の
ご
提
供
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

平成２４年度（平成25年3月卒業生の就職先）

社
会
環
境

工
学
科

大
学（
学
部
）

大
学
院

建
築
学
科

生
命
情
報
学

専
攻

シ
ス
テ
ム

生
体
工
学
科

生
命
情
報

学
科

シ
ス
テ
ム

生
体
工
学
専
攻

生
物
工
学

専
攻

建
設
工
学

専
攻

総
合
デ
ザ
イ
ン

工
学
科

東日本旅客鉃道㈱ 日揮プラントイノベーション㈱ 東京鐵鋼㈱
㈱本間組 群馬県庁 静岡県庁
他

㈱ヤマト ㈱朝日工業社 佐田建設㈱
大和ハウス工業㈱ 三晃金属工業㈱ 経済産業省
他

㈱カインズ ㈱百十四銀行 ㈱石川コンピューター・センター
㈱メイテック サンデンシステムエンジニアリング㈱ しののめ信用金庫
他

生
物
工
学
科

ドコモ・モバイル㈱ サンデン㈱ コンピュートロン㈱
㈱山田製作所 ㈱ナカヨ通信機 山洋電気テクノサービス㈱
他

㈱サイゼリヤ ㈱セーブオン 東海漬物㈱
日本理化学薬品㈱ 東北ニプロ製薬㈱ 群馬県警察
他

東レ建設㈱ 桧家ホールディングス㈱ 日立空調関東㈱
㈱加賀田組 本庄市役所 前橋市役所
他

中部地下開発㈱ 羽咋測量設計㈱ 鉄建建設㈱
㈱ヤマニ熱工業 東武商事㈱
他

建
築
学
専
攻

㈱アーキズムあすか設計 ㈱合人社計画研究所 日軽産業㈱
㈱ＩＡＯ竹田設計 清水建設㈱ 東日本旅客鉄道㈱
㈱エスパス建築事務所 ㈱翔設計
他
㈱TOKAI 日本システムワープ㈱
明治安田システム・テクノロジー㈱
他

アークレイ㈱ 澁谷工業㈱ 東日本旅客鉄道㈱ 
㈱エヌ・ティ・ティ エムイー ㈱タニタ ミヤチテクノス㈱ 
㈱クレオソリューション 日本ハイコム㈱ 
他

一般社団法人 群馬県薬剤師会 
日本クッカリー㈱
他

※企業名を一部抜粋して掲載。


